
決
算
の
概
要

　

平
成
22
年
度
の
普
通
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
１
６
４
億
６
、０

４
２
万
円
に
対
し
て
、
歳
出
が

１
５
９
億
８
、１
９
５
万
円
で
、

平
成
23
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

の
財
源
を
差
し
引
い
た
３
億
６
、

３
４
９
万
円
が
実
質
的
な
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
は

続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
方
交
付

税
の
伸
び
や
職
員
数
の
削
減
な
ど

に
よ
り
、
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

う
こ
と
な
く
財
源
調
整
が
図
れ
て

い
ま
す
。

財
政
指
標

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す

る
た
め
の
経
常
収
支
比
率
は
79
・

４
％
と
５
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税

や
臨
時
財
政
対
策
債
と
い
っ
た
一

時
的
な
財
源
の
増
加
に
よ
る
影
響

区分 歳入額
万円

歳出額
万円

差引額
万円

一般会計 1,646,649 1,598,802 47,847

特
別
会
計

国民健康保険 410,180 396,662 13,518

裳掛診療所 3,349 3,329 20

美和診療所 2,069 2,048 21

介護保険 326,753 326,062 691

老人保健 511 511 0

後期高齢者医療 41,599 41,582 17

農業集落排水事業 27,067 27,013 54

漁業集落排水事業 3,019 2,969 50

下水道事業 276,606 271,930 4,676

土地開発事業 11,224 3,362 7,862

公共用地先行取得事業 510 510 0

計 2,749,536 2,674,780 74,756

事
業
会
計

病院事業会計 114,070 109,064 5,006

水道事業会計 92,053 81,617 10,436

計 206,123 190,681 15,442

平成 22年度普通会計決算

依

存

財

源

自

主

財

源

34
・
8
％

65
・
2
％

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費
商工費

議会費

労働費
災害復旧費

2億9,986万円（1.9％）

5億5,085万円（3.4％）

1億8,887万円（1.2％）

4,408万円（0.3％）

1,388万円（0.1％）

歳入　   　　164億6,042万円
159億8,195万円

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

地方譲与税
・各種交付金

市税

繰越金

使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入
分担金及び負担金
繰入金

4億6,749万円（2.8％）

3億1,107万円（1.9％）

2億675万円（1.3％）

1億1,949万円（0.7％）

5,805万円（0.4％）

6億4,713万円
（3.9％）

9億6,302万円
（5.9％）

18億1,549万円
（11.0％）

18億3,180万円
（11.1％）

54億6,899万円
（33.2％）

45億7,114万円
（27.8％）

9億4,836万円
（5.9％）

13億1,948万円
（8.3％）

13億3,604万円
（8.4％）

19億6,513万円
（12.3％）

20億5,237万円
（12.8％）

27億8,453万円
（17.4％）

44億7,850万円
（28.0％）

歳出（目的別）
410,141円

114,931円

50,430円

52,669円

71,459円

356円

14,136円

34,287円

1,131円

4,847円

24,338円

7,695円

33,861円

国税（所得税、
法人税、酒税、
消費税、たばこ
税）の一定割合
を財源として、
国が市に交付す
るもの。

国と市の行う事
業の経費負担区
分に基づき、国
が市に対して支
出するもの。

外部（政府・地
方自治体金融機
構・銀行など）
から資金を調達
するもので、長
期的な借入金。

地方揮発油譲与
税、自動車重量
譲与税、地方消
費税交付金、自
動車取得税交付
金など。

市民の皆さんや
市内に事務所を
持つ法人などが
納めたもの。市
民税、固定資産
税、軽自動車税
など。

県が市に対して
支出するもの。

　　　の金額は、
市民一人当たり
の金額です。
（平成23年3月31
日現在の住民基
本台帳人口
38,967人を基準
に算出）

子育て支援、高
齢者や障害者に
対する福祉の充
実などの経費。

全体的な管理事
務、防災、戸
籍、統計調査、
監査、税金の徴
収などの経費。

学校教育・生涯
学習の充実，文
化・スポーツ振
興などの経費。

市債の元金・利
子や一時借入金
の利子を支払う
ための経費。

道路や河川、公
園などの社会資
本整備のための
経費。

環境保全、疾病
予防、健康増進
などの経費。

指標 市の比率
％

早期（経営）
健全化比率 ％

健全化
判断比率

実質赤字比率 ― 13.21
連結実質赤字比率 ― 18.21
実質公債費比率 16.5 25.00    
将来負担比率 101.3  350.00

資金不足比率（公営企業ごと） ― 20.00

会計別決算

普通建設事業費は、平
成 21 年度以降に国の
経済危機対策による交
付金を活用して事業を
実施したことから増加
しています。

財政健全化判断比率等

※ 1　「―」の表示は該当なしを表しています。
※ 2　早期（経営）健全化比率は基準値です。
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21年度 22年度

※事業会計については、収益的収入および収益的支出を計上しています。

が
大
き
く
、
財
政
の
硬
直
化
が
改

善
さ
れ
た
と
は
一
概
に
は
言
え
な

い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
指
標
は
い
ず
れ
も
財
政
の
早
期

健
全
化
が
義
務
付
け
ら
れ
る
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
16
・

５
％
と
１・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
市
債
発

行
に
県
の
許
可
が
必
要
と
な
る
基

準
で
あ
る
18
％
以
下
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

扶助費は、子育て支援
に伴う子ども手当の
増額などに加え、生活
保護費や医療費など社
会保障費の伸びにより
年々増加しています。

補助金等は、平成 21
年度は定額給付金の給
付などにより増加して
います。

公債費は、平成 19 ～
21 年度に実施した補償
金免除繰上償還により
増加していましたが、
平成 22 年度は減少に
転じています。

普通会計歳出決算額（性質別）の推移 特集

人件費

物件費

扶助費

補助費等

繰出金

公債費

普通建設
事業費

その他

その他は、平成 22 年
度に財政調整基金の積
立額を増やしたことか
ら増加しています。

繰出金は、高齢化に伴
い高齢者医療費や介護
保険事業費が年々増加
しています。

人件費は、計画的な職
員数の削減や手当の見
直しなどにより年々減
少しています。

物件費は、事務事業の
見直しや内部管理経費
の削減などの効果によ
り、平成 17 年度から
大きく減少していまし
たが、施設の管理運営
費の増額などにより増
加に転じています。



費
、社
会
保
障
費
、下
水
道
事
業・

企
業
団
地
造
成
事
業
に
係
る
繰
出

金
な
ど
が
大
き
く
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

収
支
で
は
、
決
算
ベ
ー
ス
で
平

成
24
年
度
か
ら
財
源
不
足
が
生
じ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
27
年
度
以
降
は
、
普
通
交
付

税
の
段
階
的
な
減
少
に
よ
り
財
源

不
足
は
年
々
大
き
く
な
り
、
合
併

に
よ
る
特
例
が
終
了
す
る
平
成
32

年
度
に
は
約
14
億
円
の
財
源
不
足

を
生
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
４
）

　

財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
と
減
債
基
金
は
、
地
方
交
付
税

の
減
少
に
伴
う
多
額
の
財
源
不
足

に
対
応
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、

平
成
29
年
度
に
は
基
金
残
高
が
ゼ

ロ
に
な
る
見
込
み
で
す
。

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
今
ま
で

の
財
政
健
全
化
の
取
組
み
に
よ
り

着
実
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
ま
ま
の
行
政
運

営
を
続
け
れ
ば
、
不
測
の
事
態
に

も
対
応
で
き
る
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
財
政
運
営
の
確
立
ま

で
に
は
程
遠
く
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
受
け

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の

脱
却
と
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
で
安
定
し
た
自
立
性
の
高
い
健

全
な
財
政
運
営
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
、「
財
政
運
営
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
、
引
き
続
き
平
成
23
年

度
以
降
も
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

早
期
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
に
か
け
て
集
中
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
主
な
具
体
的
方
策
と

効
果
額
は
、
ペ
ー
ジ
左
上
の
と
お

り
で
す
。

　

平
成
23
年
度
以
降
に
取
り
組
む

決
算
額
の
推
移

　　

歳
入
で
は
、
市
税
は
平
成
21
年

度
は
世
界
金
融
危
機
の
影
響
に
よ

る
急
激
な
景
気
悪
化
に
よ
り
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

22
年
度
に
は
持
ち
直
し
、
回
復
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
全
国
的
な

地
方
財
源
の
不
足
を
補
て
ん
す
る

た
め
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政

対
策
債
の
総
額
が
確
保
さ
れ
、
平

成
22
年
度
の
主
な
一
般
財
源
の

総
額
は
過
去
10
年
間
で
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
な
ど
に
伴
い
医
療
費
な
ど
の
社

会
保
障
費
が
年
々
増
加
し
財
政
を

圧
迫
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
職

員
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に

よ
る
効
果
で
経
常
的
な
経
費
は
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
源
調
整
を
行
う
財
政
調
整
基

金
は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど

に
よ
る
収
支
不
足
に
対
し
て
取
り

崩
し
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
合
併

以
降
基
金
残
高
は
低
い
水
準
で
余

裕
の
な
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
財
政
状
況
の
改
善
と

と
も
に
年
々
積
立
額
が
増
加
し
、

平
成
22
年
度
に
は
約
24
億
円
の
残

高
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

投
資
的
事
業
の
財
源
と
し
て
発

行
し
て
き
た
市
債
や
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
の
償
還
で
あ
る
公
債
費

は
、
平
成
13
年
度
か
ら
の
臨
時
財

政
対
策
債
の
多
額
な
借
り
入
れ
や

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に

か
け
て
実
施
し
た
補
償
金
免
除
繰

上
償
還
に
よ
り
増
加
し
、
平
成
21

年
度
に
は
23
億
円
を
超
え
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
22
年
度
に
は
再
び

19
億
円
台
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
そ

の
年
の
元
金
の
償
還
額
を
上
限
と

し
て
発
行
す
る
と
い
う
方
針
の
も

と
に
抑
制
し
て
き
た
効
果
も
あ
っ

て
、
残
高
は
平
成
18
年
度
を
ピ
ー

ク
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。（
図
３
）

中
期
財
政
見
通
し

　

平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
に
実

施
し
よ
う
と
す
る
事
業
を
そ
の
ま

ま
集
計
し
た
も
の
が
「
中
期
財
政

見
通
し
」
で
す
。

　

歳
入
は
、
主
要
な
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
が
、
後
年
度
に
交
付

税
措
置
さ
れ
る
市
債
の
借
入
に
よ

り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
平

成
27
年
度
か
ら
32
年
度
に
か
け
て

段
階
的
に
減
額
さ
れ
て
い
く
た
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20年度19年度 21年度 22年度

公債費 市債残高

め
、大
き
く
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
に
伴
う
扶
助
費
、
合
併
特
例

債
の
元
金
償
還
が
始
ま
る
公
債

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

500
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中期財政見通し 財政運営適正化計画

図３　公債費・市債残高の状況図４　収支見通し

図１　主な歳入一般財源の状況図２　基金残高の状況

用
語
の
解
説

地
方
交
付
税

　
地
方
が
全
国
の
一
定
の
水
準

で
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
国

税
の
一
定
割
合
の
額
を
国
が
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
す

る
も
の
で
す
。
一
定
の
計
算
で

決
ま
る
普
通
交
付
税
と
災
害
な

ど
の
特
殊
な
事
情
に
応
じ
て
決

ま
る
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

　
地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
る

地
方
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る

市
債
で
こ
の
元
利
償
還
金
の
全

額
は
普
通
交
付
税
の
算
定
の
積

算
基
礎
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　
予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
支

出
増
加
と
い
っ
た
年
度
間
の
財

源
の
不
均
衡
を
調
整
す
る
基
金

で
す
。
財
源
に
余
裕
の
あ
る
年

度
に
積
み
立
て
て
お
き
、
不
足

が
生
じ
る
年
度
に
取
り
崩
し
ま
す
。

減
債
基
金

　
市
債
を
計
画
的
に
償
還
す
る

た
め
の
基
金
で
す
。

具
体
的
な
方
策
は
ペ
ー
ジ
左
下
の

と
お
り
で
す
。
前
ペ
ー
ジ
の
図
４

で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
方
策
を
実

施
し
た
場
合
の
収
支
の
見
通
し
も

示
し
て
い
ま
す
。

計
画
を
実
施
す
る
た
め
に

　

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
自

然
が
織
り
な
す 

し
あ
わ
せ
実
感

都
市 

瀬
戸
内
」
の
実
現
を
目
指

す
た
め
に
は
収
支
の
均
衡
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
、
持
続
性
お
よ
び

自
主
性
な
ど
の
要
素
を
効
率
よ
く

機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政

の
健
全
化
を
今
ま
で
以
上
に
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
な
ど
、

皆
さ
ん
の
理
解
が
な
け
れ
ば
実
現

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

早
期
に
健
全
化
を
達
成
す
る
た

め
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
      data/zaisei.html

20年度19年度
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（百万円）

21年度 22年度

市税 譲与税・交付金 地方交付税 臨時財政対策債

20年度19年度
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（百万円）

21年度 22年度
特定目的基金（まちづくり振興基金）
特定目的基金（まちづくり振興基金除く）
減債基金
財政調整基金

財政健全化に向けた具体的方策
①投資的事業の見直し
　事業の計画的な実施、事業費の抑制など
②公営企業会計繰出金の抑制
　管理経費の抑制、使用料徴収率の向上、工事
　コスト縮減の推進など
③公債費等の抑制
　市債発行を原則元金償還額以下に抑制、民間
　資金の繰上償還など
④人件費の抑制
　職員数の削減（普通会計等職員数・H23：402
　人→ H28：383 人）、特別職の給料カットなど
⑤事務事業及び内部管理経費の見直し
　施設のあり方の検討（統廃合・民営化など）、
　内部管理経費の削減など
⑥収入の確保
　市税の徴収強化、受益者負担の適正化、遊休
　未利用地の処分、定住の促進、企業誘致の推
　進、都市計画導入の検討など

財政健全化の成果
◎具体的方策全体の効果額

◎主な具体的方策及び効果額
①投資的事業の抑制（約 9.5 億円）
　事業計画の見直し、事業費の平準化など
②公営企業会計繰出金の抑制（約 7.1 億円）
　病院再編などによる経営改善、下水道事業資
　本費平準化債の活用など
③公債費等の抑制（約 1.7 億円）
　市債発行を原則元金償還額以下に抑制、公的
　資金補償金免除繰上償還制度の活用など
④人件費の抑制（約 4.4 億円）
　職員数の削減（普通会計等職員数・H17：436
　人→ H23：402 人）、特別職の給料カット、管
　理職手当のカット、各種職員手当の見直し、
　議員定数の削減など
⑤事務事業及び内部管理経費の見直し（約 8.8 億円）
　事務事業評価による見直し、施設の統廃合・
　民営化・集中管理・指定管理者制度導入など
⑥各種補助金等の見直し（約 2.5 億円）
　各種団体活動補助金、給付事業の見直しなど
⑦受益者負担の適正化（約 0.5 億円）
　施設使用料、保育料の見直しなど
⑧市税徴収率の向上
⑨その他の収入の確保（約 1.0 億円）
　遊休未利用地の処分、企業広告の導入など

年度 効果額 年度 効果額
H17 約 0.4 億円 H20 約 12.1 億円
H18 約 3.1 億円 H21 約 9.3 億円
H19 約 4.1 億円 H22 約 6.5 億円

合計 約 35.5 億円



　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

・
３
歳
児

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

※
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
状
況
に
よ
り
時
間
延
長
が
あ
り

　

ま
す
。
こ
の
場
合
は
弁
当
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
４・５
歳
児

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

※
給
食
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
料

　

月
額
５
、０
０
０
円
（
２
人
以

上
同
時
入
園
の
場
合
、
２
人
目
以

降
は
４
、０
０
０
円
）

※
給
食
費
、
絵
本
代
な
ど
は
含
ま

　

れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

預
か
り
保
育
に
つ
い
て　

　

預
か
り
保
育
と
は
、
幼
稚
園
の

教
育
時
間
終
了
後
、
希
望
す
る
在

園
児
を
幼
稚
園
で
預
か
り
、
保
育

す
る
こ
と
で
、
園
児
の
心
身
の
健

全
な
発
達
を
図
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
に
は
次
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
年
間
預
か
り
保
育
】

　

月
ま
た
は
年
間
を
通
じ
て
預
か

り
、
保
育
し
ま
す
。

の
入園募集を開始します

幼稚園の募集定員および問い合わせ先

園名 問い合わせ先
　　　　　　  定員　　            　人
３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

牛窓東 0869-34-2104 20 30 30 20

牛窓西 0869-34-3687 20 30 30 20

牛窓北 0869-34-3742 10 30 30 20

邑久 0869-22-0027 40 60 70 30

今城 086-943-8715 15 30 30 20

【
一
時
預
か
り
保
育
】

　

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
家
庭

で
の
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
、
日
を
単
位
と
し
て
預
か
り
、

保
育
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

幼
稚
園
へ
通
園
す
る
園
児
（
３

歳
児
を
除
く
）
で
保
護
者
が
預
か

り
保
育
を
希
望
す
る
人

▽
保
育
時
間　

幼
稚
園
降
園
時
〜

　

午
後
６
時
（
長
期
休
業
中
は
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

※
土
、
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

　

年
始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
預
か
り
保
育
料

①
年
間
預
か
り
保
育

　

月
額　

６
、０
０
０
円

　
（
８
月
は
、
１
０
、０
０
０
円
）

②
一
時
預
か
り
保
育

　

日
額　
５
０
０
円

　
（
８
月
は
、
１
、０
０
０
円
）

※
お
や
つ
代
な
ど
は
含
ま
れ
て
い

　

ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法

①
年
間
預
か
り
保
育

　

入
園
願
と
一
緒
に
申
し
込
む

②
一
時
預
か
り
保
育　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

園名 問い合わせ先
　　　　　　  定員　　            　人
３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

玉津 0869-24-0092 10 20 20 0

裳掛 現在休園中です。総務学務課へお問い合わせください。

美和 0869-26-3445 10 30 30 20

国府 0869-26-3446 25 60 60 30

行幸 0869-26-3447 30 60 60 30

　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
児
童
館
の

入
園
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　

入
園
は
、
家
庭
の
状
況
な
ど
を

考
え
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
年
齢
や
保
育
時
間
、
ま
た

各
園
が
実
施
す
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

　
 
 

幼
児
の
心
身
の
発
達
を
助
長

 
幼
稚
園
入
園
募
集　

　

幼
稚
園
は
、
幼
児
を
保
護
し
、

適
切
な
環
境
を
与
え
て
、
心
身
の

発
達
を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
学
校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た

教
育
機
関
で
す
。

　

入
園
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
各
幼
稚
園
に
備
え
付
け
の

入
園
願
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

①
新
３
歳
児
（
平
成
20
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

②
新
４
歳
児
（
平
成
19
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
20
年
４
月
１
日
生
）

③
新
５
歳
児
（
平
成
18
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
）

▽
受
付
期
限　

12
月
15
日
（
木
）

▽
保
育
時
間

※申し込みが定員を超える場合は、抽選となる場合があります。

 

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
人
へ

 

保
育
園
・
児
童
館
入
園
募
集

　

保
育
園
は
、
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
の
事
情
で
、
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
乳
幼
児
を
保
育
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉
施

設
で
す
。

　

入
園
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
入
園
要
件

　

保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
理

由
で
昼
間
自
宅
で
保
育
で
き
な
い

場
合
で
す
。

①
自
宅
外
で
仕
事
し
て
い
る
。

②
自
宅
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し

　

て
い
る
。

③
妊
娠
中
や
出
産
後
間
が
な
い
。

④
病
気
や
け
が
、
心
身
に
障
害
が

　

あ
る
。

⑤
長
期
間
、
病
気
や
障
害
が
あ
る

　

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

　

い
る
。

⑥
災
害
、
火
災
の
復
旧
に
当
た
っ

　

て
い
る
。

▽
保
育
料

　

世
帯
に
か
か
る
税
額
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

　

12
月
12
日
（
月
）
〜
17
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
12
月
17
日
の
受
付
時
間
は
、
午

前
８
時
30
分
〜
正
午
）

※
保
育
園
ご
と
の
主
な
受
付
日
時

　

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
受
付
場
所　

第
１
希
望
の
保
育

　

園
（
入
所
希
望
児
童
同
伴
）

▽
申
込
書
類
配
布
場
所

　

各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
課
、

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支

所
、
裳
掛
出
張
所

▽
提
出
書
類

　

・
保
育
所
入
所
申
込
書

　

・
就
労
状
況
な
ど
の
証
明
書

　

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
23
年
分

　

の
所
得
税
額
が
分
か
る
も
の

　
（
後
日
提
出
可
）

　

　

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
新
規
入
所

　

者
の
み
）

 

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

保
育
園
で
は
、
通
常
保
育
の
ほ

か
に
次
の
よ
う
な
特
別
保
育
事
業

を
実
施
し
て
、
子
育
て
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
下
表

に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
い
る
保

育
園
へ
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
料
金
、
対
象
者
な
ど
各

事
業
の
詳
細
は
、
子
育
て
支
援
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
延
長
保
育
】

　

就
業
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
午
後
７
時
ま
で
保

育
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

【
障
害
児
保
育
】

　

保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童

で
集
団
生
活
が
可
能
な
障
害
者
手

帳
保
持
者
な
ど
を
保
育
し
ま
す
。

【
一
時
保
育
】

　

保
護
者
の
急
病
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的
に
保

育
が
必
要
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
保

育
し
ま
す
。

※
利
用
日
数
な
ど
の
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

子
育
て
へ
の
不
安
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
・
指
導
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
へ
の
支
援
、
園
庭
開
放
な
ど

の
育
児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６ 

園名 問い合わせ先 主な受付日時 定員
人

入園対象年齢 保育時間 ( 時 )
延長時間 ( 延 )

特別保育事業
  実施状況  ※

牛窓ルンビニ 0869-34-2309 12 月 16 日 ( 金 )
9：00 ～ 16：00 100 2 カ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

あいあい 0869-34-9330 12 月 13 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 60 2 カ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

長船ちとせ 0869-26-3988 12 月 15 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 80 2 カ月から就学まで 時 /  7：00 ～ 18：00

延 /18：00 ～ 19：00 ①②③④

邑久 0869-22-0089 12 月 13 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 160 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③④

福田 0869-22-0457 12 月 14 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 140 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②④

今城 086-942-4351 12 月 12 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 90 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

玉津 0869-24-0092 12 月 14 日 ( 水 )
9：00 ～ 13：00 45 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①

裳掛児童館 0869-25-0769 12 月 13 日 ( 火 )
9：00 ～ 13：00 90 3 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船西 0869-26-4401 12 月 12 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 140 6 カ月から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②

長船東 0869-26-3326 12 月 15 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 95 1 歳から就学まで 時 /  7：30 ～ 18：30

延 /18：30 ～ 19：00 ①②③

※延長保育を①、障害児保育を②、一時保育を③、子育て支援センターを④とする。

保育園などの募集日程および問い合わせ先

※申し込み人数によって、集団生活を通じての幼稚園教育が難しいと判断したときは休園となることがあります。



　

市
で
は
、（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
が
携
帯
電
話
向
け
に
提
供
し
て

い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
配
信
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」
を
利
用
し
、
避
難
勧
告
な
ど

の
緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

　

現
在
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
の
み
が
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
他
社
が
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
場
合
に
は
、
順
次
導
入

し
て
い
く
予
定
で
す
。

▽
対
象

　

配
信
時
に
、
瀬
戸
内
市
域
に
あ

緊急情報を
エリアメールで
配信します

り
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
受
信
可
能

な
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。ま
た
、

　

受
信
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

※
電
波
状
況
が
悪
い
場
合
は
、
受

　

信
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
一
部
対
応
し
て
い
な
い
機
種
や

　

事
前
に
受
信
設
定
が
必
要
な
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
市
が
配
信
す
る
情
報

　

避
難
準
備
情
報
、

、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
な
ど

※
国
か
ら
緊
急
地
震
速
報
、
津
波

　

関
係
警
報
、
国
民
保
護
情
報
な

　

ど
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

※
気
象
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
は

　

配
信
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
市
が
配
信
す
る
情
報
に
つ
い
て

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

・
対
応
機
種
や
操
作
方
法
に
つ
い
て

　
ド
コ
モ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０-

８
０
０-

０
０
０

 

瀬
戸
内
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

 

募
集
し
ま
す

 

市
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
し
ま
す

 

災
害
時
に
お
け
る
避
難
情
報　

　

市
で
は
、
災
害
時
に
お
い
て
、

下
表
の
３
種
類
の
避
難
情
報
を
発

令
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
、広
報
車
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

放
送
事
業
者
へ
の
情
報
伝
達
に
よ

る
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
、エ
リ
ア
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
周
知
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
に

は
、
左
記
の
電
話
番
号
に
よ
り
放

送
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
防
災
行
政
無
線
放
送
の
自
動
再
生

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
６
９
９

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
３
２    

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

３
９
０
４

　 

体
育
施
設
利
用
団
体
の
皆
さ
ん
へ

 

社
会
体
育
施
設
日
程
調
整
会
議

　　

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、
平

成
24
年
度
に
団
体
活
動
や
各
種
大

会
な
ど
で
市
内
社
会
体
育
施
設
の

利
用
を
計
画
し
て
い
る
団
体
を
対

象
と
し
て
、
日
程
調
整
会
議
を
開

催
し
ま
す
。

　

調
整
会
議
に
参
加
を
希
望
す
る

団
体
の
代
表
者
は
、
事
前
に
邑
久

ス
ポ
ー
ツ
公
園
ま
で
申
し
込
み
の

上
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）　

午

　

後
２
時
〜

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
役
所

▽
対
象
施
設

①
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

②
長
船
ス
ポ
ー
ツ
公
園

③
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

④
瀬
戸
内
市
牛
窓
体
育
館

▽
申
込
期
限　

12
月
４
日
（
日
）

　

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
対
象
施
設
①
〜
③
に
つ
い
て　

　

邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

　

・
対
象
施
設
④
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
５

情報区分 人的被害
の可能性 説明 市民の皆さんに求める行動

避難準備情報
(要援護者避難) 弱

事態の推移によっては避難勧告や避難指示を行うこ
とが予想されるため、避難のための準備を呼びかけ
るものです。

　・家族などと連絡を取り、非常持出品の用意などの
　避難準備を開始する。
　・要援護者など特に避難行動に時間を要する人は、            
　計画された避難場所への避難行動を開始する。
　（避難支援者は支援行動を開始する。）

避難勧告 居住者に避難を勧め促すものです。
※避難を強制するものではありません。 　・計画された避難場所への避難行動を開始する。

避難指示 強
人的被害が発生する可能性が非常に高くなったとき
や人的被害が発生したときに発するもので、居住者
に避難を指示するものです。
※避難を強制するものではありません。

　・直ちに計画された避難場所への避難行動に移る。
　・避難中の場合は、確実に避難を完了する。
※状況に応じて、自分の生命を守るために必要な行
　動を取る。

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
６

　

mailkeiyaku@city.setouchi.lg.jp

改
選
さ
れ
ま
し
た

 

農
業
委
員
会
委
員

  　

任
期
満
了
に
伴
い
、
瀬
戸
内
市

農
業
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
新

た
に
選
挙
委
員
（
公
選
）
と
団
体

（
農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良
区
、

市
議
会
）
推
薦
委
員
（
選
任
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
下
表
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

今
回
改
選
さ
れ
た
委
員
の
任
期

は
、
平
成
23
年
11
月
１
日
か
ら
平

成
26
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
会
長
は
木
下
泉
さ
ん
、

会
長
職
務
代
理
は
、
山
本
晃
造
さ

ん
と
藤
澤
美
芳
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
４
８

　

市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
な
ど
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
６
月
27
日
に
施
行
さ

れ
た
瀬
戸
内
市
政
治
倫
理
審
査
会

条
例
で
は
、
審
査
会
を
設
置
し
、

委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

市
長
等
（
市
長
・
副
市
長
・
教

育
長
・
病
院
事
業
管
理
者
）
お
よ

び
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
市

民
か
ら
の
審
査
請
求
な
ど
を
調
査

審
議
す
る
委
員
を
若
干
名
募
集
し

ま
す
。

　

な
お
、今
回
募
集
す
る
ほ
か
に
、

弁
護
士
な
ど
学
識
経
験
を
有
す
る

人
な
ど
を
委
嘱
す
る
予
定
で
す
。

▽
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

▽
報
酬　

日
額
６
、０
０
０
円

▽
応
募
資
格　

次
の
①
〜
④
の
全

　

て
に
該
当
す
る
人

①
本
市
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す

　

る
人

②
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
病

　

院
事
業
管
理
者
・
議
員
の
職
に

　

あ
る
人
お
よ
び
こ
れ
ら
の
２
親

　

等
以
内
の
親
族
（
同
居
の
親
族

　

を
含
む
）
で
な
い
人

③
本
市
職
員
お
よ
び
そ
の
同
居
の

　

親
族
で
な
い
人

④
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き

　

る
人

▽
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

業
、
電
話
番
号
と
応
募
の
動
機

（
２
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
、

持
参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（
件
名
に
「
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
に
応
募
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ

い
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
任
意
で
す
。

▽
応
募
期
限

　

12
月
15
日
（
木
）
必
着

▽
選
考
結
果
の
通
知
方
法

　

応
募
者
全
員
に
選
考
結
果
を
郵

送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

契
約
管
財
課

　

邑
久
町
尾
張
３
０
０
番
地
１

配配配

担当地区 氏名 公選・選任
牛窓（幡・師楽・関町・大浦・東町・中
浦の一部） 山本　義彦

公選

牛窓（紺浦・栄町・綾浦・中浦の一部・
前島） 山本　晃造

鹿忍（大向・小向・沖・東・西脇・子父
雁・千手の一部） 鳴坂　孝弘

鹿忍（西浦・中浦・畑・野上・平山・千
手の一部） 山根　親司

長浜 馬場　俊広

邑久（尾張・豊安） 髙原　敏正

邑久（山手・山田庄） 立岡　元

福田（豆田・福元・百田・宗三・福中） 大森　一廣

今城（大富・福山・向山・北島） 片岡　一矢

豊原（東谷・豊原・大窪） 木下　泉

本庄（本庄・上山田・下山田） 服部　正和

笠加（上笠加・下笠加・箕輪・北池） 入江　実

玉津（尻海・庄田） 川野　実重

担当地区 氏名 公選・選任

裳掛（福谷・虫明） 井上　章

公選

美和（西須恵・東須恵） 西脇　益男

美和（飯井） 岡﨑　幹男

国府（牛文・磯上） 藤原　和正

国府（福里・土師） 馬場　博一

行幸（福岡・八日市） 藤澤　美芳

行幸（服部・長船） 德田　勝敏

市内全域

久山　英之

選任

武久　源男

上村　善亮

石黒　五月

大内　美智子

日下　敏久

柴田　巧

瀬戸内市メールマガジン

災害時には、避難情報のほか、
道路の通行止め情報などを配信
しています。
また、市の行
うイベント情
報などについ
ても適宜配信
しています。
ぜひご利用ください。
HP　http://www.city.setouchi.lg.jp/
i/magazine.html

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

農業委員の担当地区、氏名など



 

人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す

 

人
権
相
談
・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

②
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

③
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年  

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

【
人
権
週
間
】

　

毎
年
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
世
界
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
左
記
の
16
項
目
の

強
調
事
項
を
定
め
て
、
全
国
的
に

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

【
人
権
相
談
】

　

生
活
の
中
で
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
場
合
は
、
次
の
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
先

①
常
設
人
権
相
談
所
（
岡
山
地
方

　

法
務
局
備
前
支
局
）

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

〇部落差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇 HIV 感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害はやめよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認

　識を深めよう

※ 12 月 10 日（土）から 16 日（金）は北朝

　鮮人権侵害問題啓発週間です。拉致問題を

　はじめとする北朝鮮当局による人権侵害問

　題への対処が国際社会を挙げて取り組むべ

　き課題とされる中、わたしたちも関心と認

　識を深めていくことが大切です。

第 63回人権週間強調事項

 

無
料
で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す

 

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

エ
イ
ズ
と
は
、
エ
イ
ズ
の
原
因

と
な
る
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）」
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
、
免
疫
機

能
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
す
ぐ

に
エ
イ
ズ
を
発
病
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

無
症
状
の
潜
伏
期
間
が
１
、２

年
か
ら
10
年
以
上
続
く
う
ち
に
免

疫
機
能
が
徐
々
に
低
下
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
わ
が
国
に
お
け

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
お
よ
び
エ
イ

ズ
患
者
の
新
規
報
告
数
は
、
１
、

５
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
の
新
規
報
告
者
の
う

ち
、
約
半
数
は
エ
イ
ズ
発
症
後
の

報
告
と
な
っ
て
お
り
、
発
見
の
遅

れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
し
て
も
自
覚
症
状

の
な
い
期
間
が
長
い
た
め
、
自
分

で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
感
染

し
、
さ
ら
に
他
の
人
に
感
染
さ
せ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
で
は
、
毎

月
２
回
定
例
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、こ
の
た
び
12
月
１
日
の「
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
匿
名
、
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
は
検
査
当
日

に
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
る
迅
速

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

検
査
日
に
は
、 

ク
ラ
ミ
ジ
ア
検

査
、 

梅
毒
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

で
は
、
電
話
相
談
も
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
独

り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
夜
間
検
査

▽
日
時　

12
月
２
日
（
金
）　

午

　

後
４
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

②
定
例
検
査

▽
日
時　

第
１
・
第
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

備
前
保
健
所
保
健
課

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

５
５
５
３

　
（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
企

画
展
と
し
て
、「
岡
山
県
指
定
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
認
定
記
念 

虫
明
焼 

黒
井
千
左
作
陶
展
」「
小

林
陽
介
木
彫
展

－

白
と
黒
の
は
ざ

ま

－

」
を
開
催
し
ま
す
。

　

黒
井
千
左
作
陶
展
で
は
、
平
成

23
年
３
月
に
黒
井
千
左
氏
が
岡
山

県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
虫
明
焼

制
作
技
術
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ

た
の
を
記
念
し
、
そ
の
作
品
の
う

ち
壺
・
大
皿
・
水
指
・
茶
碗
な
ど

約
35
点
を
展
示
し
紹
介
し
ま
す
。

　

虫
明
焼
と
黒
井
千
左
氏
に
つ
い

て
は
、
本
紙
19
ペ
ー
ジ
の
瀬
戸
内

発
見
伝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

小
林
陽
介
木
彫
展
で
は
、
平
成

19
年
に
第
81
回
国
展
新
人
賞
、
平

成
20
年
に
第
３
回
秀
桜
基
金
賞
受

黒井千左作陶展
小林陽介木彫展

賞
な
ど
、
若
く
し
て
頭
角
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
小
林
陽
介
氏
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。
木
彫
だ
け
で
な

く
壁
面
を
使
う
素
描
を
含
め
、
約

10
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

12
月
１
日
（
木
）
〜
平

　

成
24
年
１
月
９
日
（
月
）

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
12
月

　
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
で
す
。

※
12
月
24
日
（
土
）
は
、
祝
日
の

　

翌
日
で
す
が
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　

以
上
３
０
０
円
、　

中
学
生
以

　

下
無
料

※
観
覧
料
は
、
作
陶
展
と
木
彫
展

　

を
合
わ
せ
た
金
額
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

骨
格
模
型
の
展
示
な
ど

 

ク
リ
ス
マ
ス
に
恐
竜
が
や
っ
て
く
る
！

　　

市
と
瀬
戸
内
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
委
員
会
で
は
、「
ク
リ
ス

マ
ス
に
恐
竜
が
や
っ
て
く
る
！
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
を
会
場

に
、い
ろ
い
ろ
な
恐
竜
の「
頭
」「
胴

体
」「
足
」「
し
っ
ぽ
」
の
骨
格
模

型
を
展
示
す
る
「
ダ
イ
ノ
パ
ー
ツ

ラ
ボ
」（
入
場
無
料
）を
行
う
ほ
か
、

恐
竜
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
と

し
た
本
の
読
み
聞
か
せ
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
牛
窓
町
公
民
館
図
書

室
に
、
恐
竜
に
関
す
る
本
を
集
め

た
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

12
月
16
日
（
金
）
〜
25

　
日（
日
）（
19
日（
月
）を
除
く
）

※
期
間
中
の
牛
窓
町
公
民
館
図
書

　

室
の
休
館
日
は
、
12
月
19
日

　
（
月
）、
23
日
（
金
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.

　

lg.jp/ ~m
useum

/gallery.htm
l

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
電
話
や
文
書
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
案
内
や
免
除

な
ど
の
申
請
手
続
き
の
案
内
を
、

民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
け
る
事
業
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　　　
委
託
事
業
者
が
電
話
に
よ
り
納

付
の
案
内
を
す
る
場
合
は
、
納
付

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
厚
生
労

働
省
（
日
本
年
金
機
構
）
が
発
行

す
る
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
よ

う
依
頼
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
銀
行
の
口
座
番
号

を
指
定
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
に
よ

り
保
険
料
の
振
り
込
み
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
委
託
事
業
者
で
あ
る
「
納
付
督

励
員
」
が
訪
問
す
る
場
合
は
、
身

分
証
（
納
付
督
励
員
証
明
書
）
を

提
示
し
ま
す
。
ま
た
納
付
書
を
持
っ

て
い
る
人
に
限
り
、
保
険
料
を
預

か
り
ま
す
。

　
納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
か

ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
民
間
委
託
に
つ
い
て
の

詳
し
い
内
容
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

日
本
年
金
機
構

          

　

HP　http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

◎
委
託
事
業
者
名

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
・

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
共
同
企
業
体

※
電
話
と
文
書
の
送
付
は
日
立

　

キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
（
株
）

　

が
、
訪
問
は
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
（
株
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０-

２
１
１-

７
２
５

小林陽介作「月ノイザナイ」



cover photograph 

10月 9・10日、長船町福岡地区で福岡だんじり保存
会によるだんじり祭りが行われました。ちょうちんや
紙の花で飾られただんじりに乗り込んだ法被姿の子ど
もたちは、笛の音に合わせて、太鼓やかねを打ち鳴ら
しました。だんじりは、おはやしと威勢の良い掛け声
とともに地域住民らにより綱を引かれ、地域を巡行し
ました。各所で餅投げも行われ、大勢の人でにぎわい
ました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　市では、10 月 12 日から、公用車に貸し出し用

の絵本を積み、市内の幼稚園、保育園を巡って園

児らに届ける移動図書館の取り組みを始めまし

た。毎月１回訪れることにしています。

　担当司書らの絵本の読み聞かせの後、園児らは

絵本でいっぱいのコンテナから、気に入ったもの

を選び出し、貸し出しの手続きをしました。

　移動図書館は、図書館を利用しにくい地域の人

のために巡回してサービスを提供することで知ら

れていますが、市では貸出冊数などが県下最下位

である状況を改善し、市立図書館・室の利用促進

を図るため取り組んでいます。

   本を選ぶ喜びを知ってほしい本を選ぶ喜びを知ってほしい

思い思いに絵本を選ぶ園児ら（左下）／司書による読み聞かせ（右上）

移動図書館スタート移動図書館スタート

商品を求める来場者ら（左上）／料理の腕をふるう湯浅氏（右下）

　市では、瀬戸内市発ブランドとして「Setouchi 

Kirei（セトウチ キレイ）」をコンセプトに、瀬戸

内市の美しさを商品やサービスに込めて、魅力を

育み、発信する取り組みを行っています。

　11 月 3 日、道の駅黒井山グリーンパークゆう

ゆう交流館で行われた豊穣感謝祭で、瀬戸内市産

レモンを使ったパスタ料理や和菓子などの試作品

を披露しました。これらの商品は、元ホテルオー

クラ岡山総料理長湯浅薫男氏へ依頼して開発した

もので、今後、湯浅氏は地域おこし協力隊員とし

て、瀬戸内市産の食材を使った商品開発や食を通

じた健康づくり活動などを行います。

    瀬戸内市産レモンを使って瀬戸内市産レモンを使って

　11 月８日、満 100 歳を迎えた三宅信さん（長

船町服部）をお祝いに、三野耕司備前県民局健康

福祉課長寿社会班長や土井和子保健福祉部長らが

ご自宅を訪問しました。三宅さんは、「ありがと

うございます」と、お礼を述べ、笑顔でお祝い状

を受け取りました。

　「人生辛いことより楽しいことの方が多かった」

と言う三宅さんは、高校教諭を 75 歳まで勤めま

した。97 歳までは車を運転し、98 歳の時には運

転免許の更新もしました。新聞を毎日隅々まで読

むことが日課となっています。

　三宅さん、これからも元気でお過ごしください。

  いつまでもお元気でいつまでもお元気で　

お祝い状を受け取る三宅さん

誕生、瀬戸内市発ブランド

 三宅信さんが満 100 歳に

スポーツアスレチックス（左下）／スナッグゴルフ（右上）

　10 月 10 日、邑久スポーツ公園で瀬戸内市スポ

ーツフェスティバル 2011 が開催されました。

　瀬戸内市体育協会が体育の日に合わせて毎年開

催しているもので、さまざまなスポーツを体験で

きるとあって、多くの親子連れが会場を訪れまし

た。スナッグゴルフやペタンクなどのニュースポ

ーツのコーナーでは、体育指導員にルールを教わ

りながら初めてのスポーツを楽しみました。

　世代別に記録を競うスポーツアスレチックスや

インラインスケートなどのコーナーも設けられ、

参加者は次々と興味のあるコーナーに挑戦し、汗

を流していました。

    さまざまなスポーツを体験さまざまなスポーツを体験　 瀬戸内市スポーツフェスティバル 2011

　10 月 16 日、ゆめトピア長船で、子育て応援ま

ちづくりイベント「せとうち子どもフェスティバ

ル 2011」を開催しました。

　オープニングセレモニーでは、市内の公立保育

園の 5歳児による演奏と踊りが会場を盛り上げ

ました。また、ステージでは「エコ戦隊もってぇ

ねんジャーショー」などが行われました。

　会場内では恐竜化石展示やバルーン教室、色粘

土工作のコーナーなどが設けられ、子どもたちは

思い思いに楽しんでいました。育児相談などのコ

ーナーも設けられ、父母らは子どもの発育につい

ての理解を深めていました。

   子育てを応援しています子育てを応援しています

上手に手形が押せたかな（左上）／  オープニングセレモニー（右下）

せとうち子どもフェスティバル 2011せとうち子どもフェスティバル 2011

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
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広
場
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境
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信
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！
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【
交
通
事
故
防
止
】

　

・
ゆ
と
り
と
譲
り
合
い
の
運
転

　

年
末
年
始
は
、
い
つ
も
以
上
に

交
通
量
が
多
く
な
り
、
車
を
運
転

し
て
い
て
も
気
持
ち
の
ゆ
と
り
を

失
い
が
ち
で
、
交
通
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
ゆ
っ
く
り

と
、
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

・
飲
酒
運
転
の
絶
対
禁
止

　

飲
酒
運
転
は
被
害
者
の
「
大
切

な
命
」
だ
け
で
な
く
、「
社
会
的

地
位
」「
お
金
（
賠
償
金
）」「
自

分
自
身
の
家
族
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
も
の
を
失
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、「
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な

い
」
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
目
立
つ
こ
と
が
大
事

　

反
射
材
を
着
用
す
る
と
ド
ラ
イ

バ
ー
に
あ
な
た
の
存
在
が
は
っ
き

り
確
認
さ
れ
、
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。

　

夕
方
・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き

は
、
明
る
い
服
装
を
心
掛
け
、
反

射
材
を
必
ず
身
に
付
け
る
こ
と
を

が
っ
て
い
た
が
消
火
器
で
消
火
を

行
っ
た
。

【
高
齢
者
が
助
か
っ
た
事
例
】

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、
味

噌
汁
を
温
め
よ
う
と
、
鍋
を
火
に

か
け
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
鍋
が
空
焚
き
と
な

り
出
火
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警
報
音

に
気
付
き
、
消
火
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

【
隣
人
な
ど
が
警
報
音
に
気
が
つ

い
た
事
例
】

　

犬
の
散
歩
中
、
近
所
か
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
が
鳴
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
目
を
向

け
る
と
黒
煙
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　

消
防
署
へ
１
１
９
番
通
報
を
行

い
、
玄
関
に
い
た
足
の
不
自
由
な

家
人
を
介
助
し
な
が
ら
避
難
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

【
火
遊
び
な
ど
に
お
け
る
事
例
】

　

幼
い
兄
弟
が
、
押
入
れ
の
中
で

火
遊
び
を
し
て
い
て
出
火
し
た
。

　

別
室
に
い
た
母
親
が
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
警
報
音
に
気
付
き
、

消
火
す
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

幼
い
兄
弟
も
無
事
で
あ
っ
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

ごみ減量速報

地域 23年 8～ 10月 22年 8～ 10月 達成度
牛窓 762 711 ×

邑久 822 767 ×

長船 661 640 ×

　

警
察
で
は
、
犯
罪
や
事
故
の
多

発
が
予
想
さ
れ
る
年
末
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
街
頭
に
お
け

る
警
戒
活
動
を
強
化
す
る
な
ど
、

犯
罪
や
事
故
な
ど
の
未
然
防
止
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
主
に
次
の

こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
地
域
で
は
】

　

子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
の
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
取
り
組

む
な
ど
し
て
地
域
全
体
で
防
犯
力

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

【
一
人
一
人
で
は
】

　
「
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
」

の
使
用
や
「
ワ
イ
ヤ
ー
錠
」
に
よ

る
自
転
車
の
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
確
実

に
行
う
な
ど
、
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
防
犯
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
犯
罪
の
発
生
状
況
や
具

体
的
な
防
犯
対
策
の
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
知
る
こ
と
は
、
犯
罪
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
上
で
非
常
に
役

立
ち
ま
す
。

　

警
察
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
る
防

犯
情
報
に
積
極
的
に
目
を
向
け
、

耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
自
分
だ

け
で
な
く
、
家
族
、
友
人
や
知
人

へ
積
極
的
に
教
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

【
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

　

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

世
代
を
超
え
て
地
域
の
絆
を
深

め
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
強
い

気
持
ち
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署 

 

大
切
な
家
族
を
火
災
か
ら
守
る

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

あ
な
た
の
家
に
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

発
見
の
遅
れ
に
よ
る
死
者
や
負
傷

者
の
減
少
、
更
に
早
期
発
見
に
よ

る
初
期
消
火
に
最
も
有
効
な
機
器

で
す
。

　

今
回
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
奏
功
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
就
寝
中
の
居
住
者
が
警
報
音
で

目
覚
め
た
事
例
】

　

２
階
寝
室
で
就
寝
し
て
い
る
居

住
者
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

警
報
音
で
目
を
覚
ま
し
た
。

　

１
階
の
こ
た
つ
付
近
で
炎
が
あ

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

事
件
や
事
故
の
な
い
年
末
年
始
を

警警
察察
安
全全
情情
報

　年末年始は１年の中でもごみの量が増える時期です。大掃除で雑誌やパンフレッ
トなどをまとめて処分する人も多いのではないでしょうか。しかし、こうした古
紙を資源化すれば、ごみ袋を大幅に節約することができます。
　今回の「ごみダイエット通信」（本紙に折り込みの緑色のチラシ）では、年末年
始のごみ減量の方法を詳しく紹介しています。ぜひご覧ください。
今回の「ごみダイエット通信
始のごみ減量の方法を詳しく紹

信」（本紙に折り込みの緑色の
紹介しています。ぜひご覧くだ

。しかし、こうした古
す。
チラシ）では、年末年
ださい。
のチ
だ

　　　　　　　　　　　　　日程
　
　　地区名

12月 1月

28 29 30 31 1 2 3 4

水 木 金 土 日 月 火 水

牛
窓
地
域

牛窓地区

通常収集

燃えるごみ
特別収集

通常収集

鹿忍地区・長浜地区 燃えるごみ
特別収集

邑
久
地
域

燃えるごみを月・木に収集する地区 燃えるごみ
特別収集

燃えるごみを火・金に収集する地区 燃えるごみ
特別収集

長
船
地
域

燃えるごみを月・木に収集する地区 燃えるごみ
特別収集

燃えるごみを火・金に収集する地区 燃えるごみ
特別収集

年末年始の地区別ごみ収集日程

※通常収集の日程は、各家庭に配布している「ごみ収集日程表」をご覧ください。

　

年
末
年
始
に
あ
た
る
12
月
29
日

（
木
）
か
ら
１
月
３
日
（
火
）
ま

で
は
、
家
庭
ご
み
の
通
常
収
集
を

行
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
量
が
増
え
る
時
期
で
あ
る
こ
と

か
ら
、燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

下
表
の
と
お
り
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。

　

特
別
収
集
は
、
地
区
ご
と
に
収

集
日
が
異
な
る
た
め
、
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
に
お
け
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
業
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
休
業
期
間　

12
月
29
日
（
木
）

　

〜
平
成
24
年
１
月
３
日
（
火
）

　

こ
の
期
間
以
外
は
、
通
常
ど
お

り
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す（
土
日・

祝
日
を
除
く
）。
分
別
に
つ
い
て

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
持
込
時
間
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

・
牛
窓
・
邑
久
地
域

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
７
５

　

・
長
船
地
域

　

長
船
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
２
１
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

特
別
収
集
を
除
き
、

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は
、

収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

（
収
集
日
の
振
り
替
え
も
行
い
ま
せ
ん
。）

岡山県マスコット ももっち

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

毎
年
11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
に
海
外
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
が
広
が
り
始
め
、
そ
れ
は
日
本

国
内
で
も
４
〜
５
月
頃
か
ら
集
団

感
染
し
て
い
き
ま
し
た
。
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
重
症

化
し
な
い
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
緊
急
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
が
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
は
ず
れ
の
大

き
な
流
行
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で

は
、
昨
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

度
か
ら
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

対
策
も
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
と
同
様
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が

強
く
、
毎
年
流
行
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
ら
な
い
よ
う
、
普
段
か
ら
家
庭

で
予
防
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
と
特
徴

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
で
す
。

　

38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
に
症
状

が
現
れ
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
普

通
の
風
邪
と
同
じ
よ
う
に
、鼻
汁
、

咽
頭
痛
、
咳
な
ど
の
症
状
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
場
合
は
高
熱
か
ら
脱

ス
が
空
気
中
に
漂
っ
て
お
り
、
そ

の
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。

③
接
触
感
染

　

感
染
し
た
人
の
飛
沫
に
触
れ
た

手
や
鼻
水
を
ぬ
ぐ
っ
た
手
か
ら
運

ば
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
物

に
触
れ
た
後
に
目
・
鼻
・
口
な
ど

の
粘
膜
を
通
じ
て
体
内
に
入
り
感

染
し
ま
す
。

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

足には痛み・しびれ・冷え・むくみ
などのいろいろな症状が出ます。足
の症状の原因が足だけとは限りませ
ん。他の重要な病気が隠されている
ことがあります。背骨や血管の病気、
場合によっては、糖尿病や心臓病の
症状の一部かも知れません。
年だから当然だとは考えないで、原
因を確認しましょう。市販の湿布薬
だけで長い間様子を見るのではなく、
医師の診察を受けましょう。特に、足にあまり痛みの
ない傷やいつまでも治らない傷があったら要注意なの
で、必ず診察を受けてください。（外科医　谷﨑眞行）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

足に注目しよう！

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

キムチの辛味成分であるカ
プサイシンは、胃腸粘膜を
刺激して消化液の分泌を調
節する役割も果たし、消化
作用を促進してくれます。
漬けて 3 日から 1 週間が
おいしいです。同じレシピ
で大根のキムチも漬けられ
ます。角切りにした大根を
塩で１晩漬けておき、さっ
と水に通して、ペーパータ
オルなどで水気を取った後
【Ｂ】に漬け込みます。白
菜や大根がたくさんとれた
ときに作って、ご近所やお
知り合いにおすそ分けして
もいいですね。

　河崎富加さん（かぼちゃの会）です

キムチは韓国語で「漬物」の意味で、乳酸菌で発
酵させた発酵食品です。キムチの乳酸菌はラクト
バチルスプランターム菌で、胃酸に負けることな
く生きたまま腸まで届き、腸内環境を整える働き
があります。
白菜と大根は冬が旬です。家庭でキムチづくりに
チャレンジしてみませんか？

◆材料
Ａ
●白菜（5kg）
Ｂ
●唐辛子（65g）
●すりゴマ（10g）
●砂糖（10g）
●土生姜（15g）
●ニンニク（15g）
●リンゴ（10g）
●だし汁　適量

●塩（150g）

●桃の缶詰（10g）
●桃の缶詰の汁（大さじ 2）
●塩漬けアミ（10g）
●ニラ（5g）
●人参（10g）
●大根（70g）　
●白ネギ（15g）

け
ま
し
ょ
う
。

①
予
防
接
種

　

流
行
前
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
が
重
症
化
防
止
に
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
外
出
後
の
手
洗
い
・
う
が
い

　

手
洗
い
は
、
手
指
な
ど
に
付
着

し
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
し
ま
す
。

う
が
い
は
、
口
や
の
ど
を
洗
浄
す

る
だ
け
で
な
く
、
の
ど
の
粘
膜
を

潤
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
防
御
機

能
を
高
め
ま
す
。

③
環
境
調
整

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

低
い
気
温
と
乾
燥
し
た
空
気
を
好

み
、活
発
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

室
内
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
生
存
し
に

く
い
温
度
（
20
℃
前
後
）
と
加
湿

器
な
ど
を
使
っ
て
、
適
度
な
湿
度

（
50
〜
60
％
）
を
保
つ
こ
と
も
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
を

室
外
に
出
す
た
め
、
短
時
間
で
も

換
気
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
休
養
と
食
事

　

体
や
脳
の
疲
れ
を
と
る
に
は
、

十
分
に
休
養
を
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
体
力
を
保
つ
た
め

に
、
糖
質
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質

の
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
で
き
る

水
症
状
や
熱
性
け
い
れ
ん
、
ま
れ

に
急
性
脳
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
や
免
疫
力
の
低

下
し
て
い
る
人
（
妊
娠
中
の
人
や

持
病
が
あ
る
人
）
は
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
に
よ
り
重
症
化
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
の
風
邪
と
症
状
が
よ
く
似

て
い
る
た
め
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

症
状
を
見
極
め
て
対
応
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

感
染
経
路

　

感
染
経
路
を
知
る
こ
と
で
、
予

防
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
飛
沫
感
染

　

感
染
し
た
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳

な
ど
の
飛
沫
と
と
も
に
飛
び
散
る

ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
吸
い
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

②
空
気
感
染

　

換
気
の
悪
い
室
内
や
乾
燥
し
た

室
内
で
は
、
比
較
的
長
く
ウ
イ
ル

よ
う
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
高
齢
者
や
持
病
が
あ
る

人
、
疲
れ
気
味
の
人
は
、
人
混
み

へ
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
や

む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
は
、
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
マ

ス
ク
を
着
用
し
、
短
時
間
で
済
ま

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
様
な
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
受
診
の
際
は
、
周
り
の

人
に
移
さ
な
い
よ
う
、
マ
ス
ク
を

着
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
宅
で
の
療
養
に
あ
た
っ
て

は
、
室
内
は
、
加
湿
器
や
濡
れ
タ

オ
ル
で
保
湿
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

脱
水
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
水

分
を
し
っ
か
り
補
給
し
、
消
化
に

良
い
も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
安
静
に
し
て
十
分
な
休

養
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

◆作り方
①白菜は洗って縦半分に切り、１枚ずつ塩をす
　る。少し芯を残す形で芯を斜めに切り落とす。
②樽に入れ、重しをして１～２晩くらいおく。
③白菜をさっと水に通して水気を絞る。
④【Ｂ】のリンゴと桃の缶詰を缶汁と一緒にミ
　キサーにかける。ニラは３～４cm幅に切り、
　人参、大根、白ねぎはせん切りにする。土生
　姜とニンニクはすりおろす。
⑤【Ｂ】をすべて混ぜ、味噌状になるくらいま
　でだし汁を加える。
⑥ボールに③を広げ、⑤を少しずつぬり込み、
　２つ折りにして樽に入れ、ねかす。

インフルエンザウイルスの電子顕微鏡写真
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活
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近
視
眼
サ
ク
ヒ
ン
「
Ｘ
」

　
鈴
木
サ
ト
シ
…
写
真
・
文

巻
の
八
十
三

　

虫
明
焼
作
家
の
黒く
ろ
い
せ
ん
さ

井
千
左
氏

（
邑
久
町
虫
明
在
住
）
が
、
３
月

４
日
に
岡
山
県
指
定
重
要
無
形
文

化
財
虫
明
焼
制
作
技
術
の
保
持
者

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で

は
、
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

虫
明
焼
の
歴
史

　

虫
明
焼
は
、
江
戸
時
代
中
期

に
岡
山
藩
筆
頭
家
老
で
邑
久
町

虫
明
に
陣
屋
を
構
え
た
伊い

ぎ木
家
の

御お
に
わ
が
ま

庭
窯
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
窯
の
歴
史
は
、
一

時
途
絶
え
た
り
、復
興
し
た
り
と
、

時
代
の
変
遷
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
、
茶
人
と
し
て

も
有
名
な
伊い

ぎ
た
だ
す
み

木
忠
澄
（
の
ち
に

三さ
ん
え
ん
さ
い

猿
斎
と
号
す
）
は
、
京
都
か
ら

名
工
初
代
清せ
い
ふ
う
よ
へ
い

風
与
平
を
招
聘
し
主

に
茶
陶
を
焼
か
せ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
京
都
の
名
工
真ま

く
ず
こ
う
ざ
ん

葛
香
山

（
宮み
や
が
わ
こ
う
ざ
ん

川
香
山
）
も
来
窯
し
、
12
ヶ

月
茶
碗
、
雁
の
絵
細
水
指
な
ど
茶

人
好
み
の
作
品
を
残
し
て
い
ま

す
。
忠
澄
自
ら
も
手
捻
り
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
の
動
乱
期
に
は
、

御お
に
わ
や
き

庭
焼
を
焼
い
て
い
る
余
裕
の
な

く
な
っ
た
伊
木
家
か
ら
虫
明
の

森も
り
か
く
た
ろ
う

角
太
郎
に
窯
が
譲
ら
れ
民
窯
と

し
て
再
出
発
し
ま
す
。

　

角
太
郎
は
、
真
葛
に
陶
技
を
学

び
つ
つ
窯
の
経
営
を
行
い
虫
明
焼

の
隆
盛
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
経

営
難
に
陥
り
ま
し
た
。

　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

角
太
郎
の
子
、
森も

り
こ
う
し
ゅ
う

香
州
が
再
び
窯

を
再
興
し
、
経
営
を
は
じ
め
ま
し

た
。
香
州
は
、
経
営
者
と
し
て
は

苦
労
し
ま
し
た
が
、
陶
工
と
し
て

は
、
薄
作
り
の
茶
碗
・
水
指
・
煎

茶
器
な
ど
多
く
の
名
品
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

再
び
途
絶
え
て
い
た
虫
明
焼
を

復
興
す
る
た
め
地
元
有
志
に
よ
り

英
田
郡
出
身
の
陶
工
岡お

か
も
と
え
い
ざ
ん

本
英
山
を

招
聘
し
ま
し
た
。
英
山
は
素
朴
で

力
強
い
作
品
を
数
多
く
作
り
虫
明

焼
の
名
声
を
高
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
森
香
州
の
弟
子

と
な
っ
た
横よ

こ
や
ま
こ
う
ほ
う

山
香
宝
が
虫
明
に
窯

を
築
き
清
風
や
真
葛
を
写
し
た
優

雅
な
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

香
宝
の
弟
子
と
な
っ
た
の
が
黒

井
千
左
氏
の
父
、黒く

ろ
い
い
ち
ら
く

井
一
楽
で
す
。

一
楽
は
昭
和
55
年
に
岡
山
県
指
定

重
要
無
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
主

に
茶
陶
を
焼
き
ま
し
た
。

茶
器
と
し
て

　

虫
明
焼
は
、
釉ゆ

う
や
く薬
と
呼
ば
れ
る

う
わ
ぐ
す
り
を
掛
け
た
京
焼
系
の

優
美
な
焼
き
物
で
、
清
風
与
平
や

真
葛
香
山
ら
の
名
工
の
作
品
に
よ

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　12月 28 日（水）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

BooKs

 

お
飾
り
を
作
ろ
う

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

め
る
公
民
館
講
座
「
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

12
月
は
、
お
飾
り
作
り
に
挑
戦

し
ま
す
。

　

わ
ら
か
ら
縄
を
な
い
、
そ
の
縄

を
よ
り
合
わ
せ
て
お
飾
り
の
形
に

編
ん
で
い
き
ま
す
。
講
師
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
る
た
め
、
初
め
て

の
人
も
安
心
で
す
。

　

自
分
で
作
っ
た
お
飾
り
を
飾
っ

て
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

　

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

長
船
町
公
民
館

▽
講
師　

岡
村
順
信
さ
ん
ほ
か

▽
参
加
費　

１
０
０
円（
材
料
代
）

▽
申
込
期
限　

12
月
８
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
長
船
町
公
民
館

さ
ま
ざ
ま
な
画
像
処
理
を
施
し
た
写
真
が
簡
単
に
制

作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
中
、
あ
く
ま
で
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
に
こ
だ
わ
っ
た
写
真
集
。
掲
載
さ
れ
て
い
る

不
思
議
な
形
の
被
写
体
は
鈴
木
氏
自
身
に
よ
っ
て
作

ら
れ
実
在
す
る
。
鈴
木
氏
は
現
在
牛
窓
に
在
住
。

上を向いて歩こう！
　のぶみ…作

作者である絵本作家のぶみの東日本大震災の被災
地でのボランティア活動の記録。思わぬ批判を受
け、葛藤を抱えながらも、ヘドロと格闘し被災者
の声を聞き、最後にたどり着いた気持ちは…。作
者は現在もボランティア活動を継続中。

　

学
校
図
書
館
は
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
と
瀬

戸
内
市
教
育
研
修
所
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
と
学
校
図
書
館
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
学
校
図
書
館
と
子
ど
も
た

ち
の
学
び
」
と
題
し
、
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
日
時

　
平
成
24
年
１
月
６
日

　
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容
　

【
基
調
講
演
】

　

・
タ
イ
ト
ル
「
子
ど
も
の
ゆ
た
か

　

な
育
ち
と
学
び
を
ね
が
っ
て
」

 

・
講
師　

広
瀬
恒
子
氏
（
親
子
読  

　
書
地
域
文
庫
全
国
連
絡
会
代
表
）

【
事
例
報
告
】

　

・
樋
野
義
之
氏
（
島
根
県
松
江
市

　

立
揖
屋
小
学
校
司
書
教
諭
）

　

・
門
脇
久
美
子
氏
（
島
根
県
松
江

　

市
立
揖
屋
小
学
校
司
書
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

広
瀬
氏
、
樋
野
氏
、
門
脇
氏
、

市
内
図
書
館
関
係
者

■
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館

 

暮
ら
し
に
図
書
館
を

 

漆
原
宏
写
真
展
・
講
演
会

　

写
真
家
と
し
て
、
30
年
間
全
国

の
図
書
館
を
撮
影
し
続
け
、
図
書

館
を
住
民
運
動
の
立
場
か
ら
み
つ

め
て
き
た
漆
原
宏
氏
の
写
真
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
漆
原
氏
に
よ
る
講
演
会
で

は
、
図
書
館
の
魅
力
と
こ
れ
か
ら

の
図
書
館
の
在
り
方
、
施
設
づ
く

り
や
利
用
法
な
ど
を
お
話
し
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
写
真
展
】

▽
期
間
・
場
所

　

・
12
月
９
日
（
金
）
ま
で

　

長
船
町
公
民
館

　

・
12
月
16
日
（
金
）
〜
25
日
（
日
）

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
、
牛
窓
町

公
民
館
図
書
室

▽
入
場
料　

無
料

【
講
演
会
】

▽
日
時　

12
月
18
日
（
日
）
午

　

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館

 

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

 

学
校
図
書
館
と
子
ど
も
た
ち
の
学
び

り
そ
の
名
声
は
高
ま
っ
た
と
い
わ

れ
、
茶
碗
や
水
指
な
ど
茶
道
具
と

し
て
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

　

虫
明
焼
は
、
岡
山
県
内
で
も
特

徴
あ
る
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
昭
和
63
年
に
岡
山
県

知
事
指
定
郷
土
伝
統
的
工
芸
品
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

技
法
に
つ
い
て

　

虫
明
焼
を
特
徴
付
け
る
釉
薬

は
、
松
の
灰
に
さ
ま
ざ
ま
な
材
料

を
混
ぜ
て
作
ら
れ
ま
す
。
調
合
す

る
材
料
の
割
合
、
釉
薬
の
重
ね
具

合
、
焼
く
と
き
の
温
度
、
冷
ま
し

方
に
よ
っ
て
発
色
が
ま
っ
た
く
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

黒
井
千
左
氏
は
、
こ
の
釉
薬
の

奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ
、　

伝
統
的

な
技
術
と
技
法
を
守
る
と
と
も

に
、
新
た
な
材
料
を
試
す
な
ど
研

究
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成

型
し
た
器
に
彫
刻
を
施
し
、
色
の

異
な
る
土
を
埋
め
込
ん
で
模
様
を

作
る
象ぞ

う
嵌が
ん
と
い
う
技
法
を
新
た
に

取
り
入
れ
た
作
品
を
制
作
し
、
虫

明
焼
の
世
界
を
広
げ
て
い
ま
す
。

黒井千左氏作陶風景

「窯変カタクリ文茶盌」黒井千左作
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に
詳
し
い
広
瀬
恒
子
氏
を
講
師
に

招
き
、「
私
た
ち
の
図
書
館
を
考

え
よ
う
！
〜
ま
ち
の
元
気
の
も
と   

こ
ん
な
図
書
館
あ
っ
た
ら
い
い

な
！
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

広
瀬
氏
に
図
書
館
の
役
割
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も

ら
い
、
そ
の
後
、
自
由
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

　

申
込
は
不
要
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
24
年
１
月
７
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

パ
ト
リ
シ
ア
ね
っ
と
わ
ー
く　

　

事
務
局　

大
谷
彰
子
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
６
９
３

 

請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

戦
後
強
制
抑
留
者
特
別
給
付
金

　　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
請
求
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
既
に
給
付
を
受
け
た
人
は
、
再

　

度
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象
者　

　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国

の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留

者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日

本
国
籍
を
有
す
る
存
命
の
人 

▽
請
求
期
限　

　

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　

☎
０
３-

５
８
６
０-

２
７
４
８

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
土
日
、

　

祝
日
を
除
く
）

 

新
鮮
な
農
産
物
を
販
売
し
ま
す

 

お
か
や
ま
農
林
フ
ェ
ス
タ

　　

岡
山
市
農
協
や
岡
山
市
な
ど
で

構
成
す
る
お
か
や
ま
地
産
地
消

推
進
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
岡

山
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品

い
る
人
の
求
職
活
動
の
実
績
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
６
日
（
火
）

　

・
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
要
予
約
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

・
合
同
企
業
面
接
会
（
予
約
不
要
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
内
容

　

・
参
加
企
業
に
よ
る
企
業
Ｐ
Ｒ

　

・
人
事
担
当
者
へ
の
質
問
な
ど

▽
対
象
者

　

・
40
歳
未
満
で
求
職
中
の
人

　

・
平
成
24
年
３
月
に
大
学
な
ど
を

　

卒
業
予
定
の
人

▽
場
所　

　

体
験
学
習
施
設
百
花
プ
ラ
ザ

　
（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
南
１-　

　

２-

３
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

リ
サ
ー
チ
わ
〜
く
・
若
者
企
業

　

マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業
事
務
局

　

☎
０
８
６-

２
３
１-

６
１
６
６

くらしの情報

実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間　

平
成
24
年
２
月
29

　
日
（
水
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

　

HPhttp://w
w
w
.ouj.ac.jp

 

協
力
し
て
く
だ
さ
い

 

献
体
制
度

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

　

遺
体
は
、
死
後
、
大
学
に
迎
え

ら
れ
ま
す
。
解
剖
実
習
終
了
後
、

大
学
で
火
葬
し
、
死
後
１
年
か
ら

１
年
半
後
に
遺
骨
を
遺
族
に
お
返

し
し
ま
す
。

　

献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の
同

意
が
必
要
で
す
の
で
、
十
分
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

解
剖
学
実
習
は
、
人
体
の
構
造

を
知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で

す
。
医
学
・
歯
学
の
発
展
の
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
と
も
し
び
会（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

７
０
９
２

 

携
帯
を
お
願
い
し
ま
す

 

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

　

平
成
９
年
10
月
16
日
に
施
行
さ

れ
た「
臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、

腎
臓
、
す
い
臓
、
小
腸
、
眼
球
を

臓
器
移
植
の
た
め
に
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

本
人
の
臓
器
提
供
の
意
思
表
示

が
不
明
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
家

族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
が

可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
本
人
の
意
思
が
不
明

な
場
合
の
臓
器
提
供
に
は
、
家
族

に
精
神
的
な
負
担
が
掛
か
り
ま

す
。
ま
た
、
親
族
（
配
偶
者
、
子

お
よ
び
父
母
）
へ
の
優
先
提
供
の

意
思
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
意

思
表
示
カ
ー
ド
は
重
要
で
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-
３
８
８
８-

８
５
０
２

 

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

 

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
で
は
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
プ

ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
「
ア
ン

デ
ィ
先
生
」
を
招
き
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
本
格
的
な
マ

ジ
ッ
ク
を
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
当
日
券
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
17
日
（
土
）　

　

午
後
６
時
30
分
〜

　
（
午
後
６
時
受
付
開
始
）

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
３
歳
ま

　

で
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

６
６
２
１

　

月
〜
金　

正
午
〜
午
後
６
時

　
（
祝
日
を
除
く
）

自
分
の
意
思
を
記
入
し
、
常
時
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

臓
器
移
植
は
、
善
意
に
よ
る
臓

器
の
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
医
療
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
眼
球
以
外
の
臓
器
に
つ
い
て

　
（
財
）
岡
山
県
臓
器
バ
ン
ク

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
１
８
１

　

・
眼
球
（
角
膜
）
に
つ
い
て

　
（
財
）
岡
山
県
ア
イ
バ
ン
ク

　

☎
０
８
６-

２
２
３-

６
６
２
２

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
士
の
小
笠
原
照
也

氏
を
講
師
に
招
き
、「
地
域
ふ
る

さ
と
資
源
と
不
動
産
」と
題
し
て
、

地
球
規
模
の
経
済
と
環
境
問
題
に

ど
の
よ
う
に
向
か
い
合
え
ば
良
い

か
事
例
を
用
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
販
売
す
る

「
２
０
１
１
お
か
や
ま
農
林
フ
ェ

ス
タ
＆
ト
ラ
ッ
ク
産
直
市
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

毎
年
、
年
末
商
品
を
買
い
求
め

る
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
消

費
者
と
生
産
者
が
交
流
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
29
日
（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

　

岡
山
ド
ー
ム
（
岡
山
市
北
区

　

北
長
瀬
表
町
１-

１-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
市
農
協
営
農
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

３
２
２
４

 

就
職
を
支
援
し
ま
す

 

岡
山
東
部
地
区
合
同
企
業
面
接
会

　

リ
サ
ー
チ
わ
〜
く
・
若
者
企
業

マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
事
業
事
務
局
で

は
、
地
元
優
良
企
業
が
参
加
す
る

「
岡
山
東
部
地
区
合
同
企
業
面
接

会
」
な
ら
び
に
、
そ
の
事
前
準
備

と
し
て
「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
参
加
企
業
の
人
事
担

当
者
に
直
接
質
問
が
で
き
る
ほ

か
、
現
在
雇
用
保
険
を
受
給
し
て

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

わ
た
し
た
ち
の
図
書
館
を
考
え
よ
う

　　

現
在
、
市
で
は
新
し
い
図
書
館

の
建
設
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
瀬
戸
内
市
に
ど

ん
な
図
書
館
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い

で
す
か
。

　

パ
ト
リ
シ
ア
ね
っ
と
わ
ー
く

（
瀬
戸
内
市
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で

は
、
全
国
の
図
書
館
や
読
書
活
動

 

募
集
し
ま
す

 

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

15
歳
以
上
の
人
は
、
１
科
目
か

ら
学
習
で
き
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
無
試

験
で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２
４

単
位
以
上
を
習
得
し
て
卒
業
す
る

と
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
つ
の
分
野
を
体
系
的

に
学
び
た
い
人
を
対
象
と
し
て
、

「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

東京都出身。親子読書地
域文庫全国連絡会代表。
喜多見なかよし文庫、世
田谷の図書館を考える会、
日本子どもの本研究会な
ど世話人。著書に「子ど
もの読書いまこれから」
など多数。

広瀬恒子
Tuneko Hirose

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



くらしの情報

　
「
家
の
近
く
で
探
し
た
い
」「
検

査
や
手
術
の
実
績
を
知
り
た
い
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
か
ら
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
医
療
推
進
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
２
２

　

HPhttp://www.qq.pref.okayama.jp   

 

助
言
を
行
い
ま
す

 

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
親
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
病
気

や
け
が
は
気
掛
か
り
な
も
の
で

す
。
特
に
、
夜
間
の
急
な
発
熱
や

嘔
吐
で
、
慌
て
て
不
安
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
で

は
、小
児
科
医
ま
た
は
看
護
師
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に
つ
い
て
、
電

話
で
相
談
に
応
じ
、
受
診
な
ど
に

つ
い
て
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

　

・
平
日　

午
後
７
〜
11
時

　

・
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
お
よ
び
年

　

末
年
始　

午
後
６
〜
11
時

■
相
談
先

①
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
お

　

よ
び
携
帯
電
話

　

☎
＃
８
０
０
０

②
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定
電
話

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

９
９
３
９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
医
療
推
進
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
２
２

 

開
設
し
て
い
ま
す

 

子
ど
も
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
な
ど

　

岡
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
子
ど
も

の
悩
み
相
談
「
子
ど
も
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
」
と
育
児
相
談
「
す
こ
や
か

育
児
テ
レ
ホ
ン
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

【
子
ど
も
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
】

　

友
人
関
係
や
自
分
自
身
の
こ

と
、
学
校
や
家
族
の
こ
と
な
ど
で

悩
む
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た

め
、
電
話
と
メ
ー
ル
で
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
小
・
中

学
生
と
高
校
生
。
相
談
員
は
、
相

談
者
に
よ
り
近
い
立
場
の
大
学
生

や
大
学
院
生
で
す
。

▽
日
時　

　

・
平
日　

午
後
５
〜
11
時

　

・
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
11
時

 
楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か

 
骨
骨
健
康
貯
筋
ク
ラ
ス

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
で
は
、
セ

ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
て
体
を
動
か
す

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
に

も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。

　

楽
し
く
、
厳
し
く
、
決
し
て
無

理
を
せ
ず
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
い

か
が
で
す
か
。

▽
日
時　
12
月
７
日（
水
）、21
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

▽
場
所　
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　
タ
ー

▽
参
加
費　
１
回
３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

※
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月

　

３
日
）
を
除
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
相
談
は
24
時
間
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

８
６
３
９

　

mailkodom
o@
fine.ocn.ne.jp

【
す
こ
や
か
育
児
テ
レ
ホ
ン
】

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み

を
持
つ
保
護
者
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
、
い
つ

で
も
、
だ
れ
で
も
相
談
で
き
る
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
相
談
員
は
、

保
育
・
教
職
経
験
者
、
地
域
で
子

育
て
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
人
な

ど
で
す
。

▽
日
時　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
11
時

※
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月

　

３
日
）
を
除
き
ま
す
。

※
メ
ー
ル
相
談
は
24
時
間
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

８
８
３
９

　

mailsukoyaka@po1.oninet.ne.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
生
涯
学
習
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
７

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　

旧
閑
谷
学
校
（
備
前
市

　

閑
谷
７
８
４
）

▽
参
加
費　

無
料

※
史
跡
入
場
料（
大
人
３
０
０
円
、

　

65
歳
以
上
１
５
０
円
、
小
・
中

　

学
生
１
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

▽
持
ち
物　

重
ね
履
き
用
の
靴
下

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

　

顕
彰
保
存
会
事
務
局

　

☎
０
８
６
９-

６
７-

１
４
２
７

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

 

お
か
や
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト　

　

岡
山
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
簡
単
に
、
県
内
の
医

療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
、
歯
科

診
療
所
、
助
産
所
）・
薬
局
を
検

索
で
き
る
『
お
か
や
ま
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
31
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜

▽
場
所　

上
寺
山
境
内
（
邑
久
町

　

北
島
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
寺
山
を
良
く
す
る
会

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

０
１
８
６

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 
元
日
の
日
の
出
を
見
る
会

　

美
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協

議
会
で
は
、「
美
和
神
社
で
元
日

の
日
の
出
を
見
る
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

山
々
の
向
こ
う
に
見
え
る
瀬
戸

内
海
の
島
か
ら
昇
る
素
晴
ら
し
い

元
日
の
日
の
出
を
楽
し
め
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
費

は
無
料
で
す
。
甘
酒
も
準
備
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
一
度
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
24
年
１
月
１
日

　
（
日
・
祝
）　

午
前
６
時
〜
午
前

　

７
時
30
分　
（
雨
天
中
止
）

▽
場
所　

美
和
神
社
東
広
場
（
長

　

船
町
西
須
恵
）

※
須
恵
古
代
館
か
ら
県
道
沿
い
に

　

約
１
０
０
㍍
東
に
あ
る
「
美
和

　

神
社
登
り
口
」
の
標
識
か
ら
南

　

入
し
て
約
１・
５
㌔
（
駐
車
場

　

有
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協

　

議
会　

山
崎
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

２
４
６
４

 

お
越
し
く
だ
さ
い

 

後
楽
園
初
春
祭

　

後
楽
園
の
中
心
的
な
建
物
で
あ

る
延
養
亭
を
舞
台
に
、
元
日
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、「
新

春
箏
曲
の
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
園
内
散

策
」
も
行
わ
れ
ま
す
。
国
の
特
別

天
然
記
念
物
で
あ
り
、
お
め
で
た

い
こ
と
の
兆
し
と
も
い
わ
れ
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
を
、
１
日
と
３
日
（
予

定
）
庭
に
出
し
ま
す
。
優
美
な
姿

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
１
日
か
ら
３

日
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
用
意
し
て
皆
さ
ん
の
来
園
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新

年
の
幕
開
け
を
、
岡
山
後
楽
園
か

ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

平
成
24
年
１
月
１
日

　
（
日
・
祝
）
〜
３
日
（
火
）

※
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
園
内
散
策
」

 

お
越
し
く
だ
さ
い

 

読
初
の
儀

　

特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
で
、

「
読よ

み
は
じ
め初の

儀
」
を
行
い
ま
す
。
新

年
に
当
た
っ
て
行
う
学
校
開
き
と

勉
強
は
じ
め
の
儀
式
で
す
。

　

参
加
者
一
同
、
孔
子
の
像
に
献

香
・
拝
礼
の
後
、
国
宝
の
講
堂

に
正
座
し
て
論
語
の
章
句
を
朗
誦

し
、新
年
の
抱
負
な
ど
語
り
合
い
、

講
堂
の
床
磨
き
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

旧
閑
谷
学
校
は
元
旦
か
ら
開
い

て
い
ま
す
。
孔
子
像
も
元
旦
か
ら

４
日
ま
で
特
別
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）

　

は
、
天
候
や
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
体

　

調
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

岡
山
後
楽
園
（
岡
山
市

　

北
区
後
楽
園
１-

５
）

▽
入
園
料　

大
人
（
15
歳
以
上
65

　
歳
未
満
）４
０
０
円
、小
人（
５

　
歳
以
上
〜
15
歳
未
満
）・
シ
ニ
ア

　
（
65
歳
以
上
）
１
４
０
円

※
１
月
１
日
は
終
日
入
園
料
無
料

　

で
す
。

▽
開
園
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
45
分

　

ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
後
楽
園

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

１
１
４
８

 
新
年
に
風
船
を
飛
ば
し
せ
ん
か

 
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

上
寺
山
の
文
化
財
保
存
や
環
境

整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
上
寺
山
を
良
く
す
る

会
で
は
、
地
域
文
化
の
創
造
に

向
け
て
、
境
内
や
参
道
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
毎

年
年
末
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
12
回
目
と
な
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
当
日
は
、
賞
品
の
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
１
年
の
願

い
を
込
め
、
新
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
に
合
わ
せ
て
夜
空
へ
風
船

を
飛
ば
す
行
事
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

岡山県最低賃金が改定

　岡山県最低賃金が平成 23 年 10
月 27 日から時間額 685 円に改定さ
れています。最低賃金制度とは、最
低賃金法に基づいて国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を労働者に支払わな
ければならないとする制度です。
　最低賃金には、岡山県内のすべて
の労働者とその使用者に適用される
「岡山県最低賃金」のほかに、特定
の産業の労働者とその使用者に適用
される「特定最低賃金」があります
ので、ご注意ください。
■問い合わせ先
　岡山労働局労働基準部賃金室
　☎０８６-２２５ - ２０１４

ライトアップされた餘慶寺

骨骨健康貯筋クラス

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 12 月 20 日（火） 平成23年 7月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 12 月 21 日（水） 平成23年    3 月生

1 歳６カ月児健診 12 月 14 日（水） 平成22 年    5 月生
2 歳児健診 12 月    8 日（木） 平成21年 8月生

3 歳児健診 12 月    7 日（水） 平成20年 6月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 11 月 1日現在》
人口 ３９，２４７人 （＋３５）
男 １８，６９５人  （±　０）
女 ２０，５５２人 （＋３５）
世帯 　１４，７４５世帯 （＋６１）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2011　December
12

　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑫わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑫の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
11/27
体協　少年ソフトボール
大会（2号球）9：00 ～
　邑久スポーツ公園野球場
　長船スポーツ公園多目的広場

11/28 11/29
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

11/30
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

1   
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

2 3
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

4
体協　瀬戸内市冬季バ
レーボール大会  9：00 ～
　牛窓町体育館

5 6
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

7
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

8 9  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10

11
体協　歩こう会　
　熊山コース
　８：29 邑久駅発赤穂線

12 13
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

14
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

15 16
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

17
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

18 19 20  
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

21 
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

22  
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

23  天皇誕生日 24
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

25 26 27
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
　ゆめトピア長船
　牛窓町公民館
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

28 官公庁仕事納め 29 30 31

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　12 月 20 日（火）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「インフルエンザについて」

▽講師　白石高昌氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。

▽日時　12 月３日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「知ってますか？「くすり」のこと～薬の飲み方・使い方～」

▽講師　金田崇文氏（邑久薬剤師会支部長）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ - ６３６６

献血バス巡回

　医学が進歩した現在においても、輸血用血液は人工的に作る
ことができず、大変不足しています。ご協力をお願いします。

▽日時・場所
　12 月 21 日（水）　午前９時 30 分～午後４時　瀬戸内市役所

▽対象者　16 ～ 69 歳の人
※ 65 歳以上の人の献血については、　60 ～ 64 歳の間に献血経
     験のある人のみが対象です。

▽持ち物
　以前献血をした人は献血カード （手帳）を持参してください。
　なくてもかまいません。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

法律相談

　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は 12月１日（木）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　平成 24 年１月 12 日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

相続遺言・登記・成年後見等相談

　岡山県司法書士会では、司法書士による「相続遺言・登記・
成年後見等無料相談会」を行います。予約は不要です。

▽日時　12 月 17 日（土）午後１～４時

▽場所　中央公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ先
　岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター
　☎０８６-２２６- ０４７０

12 月納期の市税・保険料
　固定資産税【３期】　国民健康保険税【５期】
　介護保険料【５期】　後期高齢者医療保険料【３期】
※納付期限は 12 月 26 日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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①１歳のお子さん
氏名、生年月日

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ・
で政策調整課へ送
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場合
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
　瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city.

　瀬戸内市青年団事務局（社会教育課内）
　☎０８６９-３４ - ５６０１

クリスマス映画館
　大人から子どもまで楽しめる映画の上映会を瀬戸内市視聴覚ライ
ブラリーの主催で開催します。

▽日時および上映作品
　12 月 11 日（日）　
①午前 11 時～正午　「プーさんとはちみつ」「メリークリスマス」
②午後２時～午後２時 30 分　「トムとジェリー」

▽場所　中央公民館

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　瀬戸内市視聴覚ライブラリー事務局（瀬戸内市青少年育成センター内）
　☎０８６９-２２ - ２００９

）））

もってぇねんジャーショー

　今年で４回目になる瀬戸内市青年団主催の「サンタ de フェスタ」。
今回は、エコをテーマに開催します。エコ戦隊もってぇねんジャー
ショー「帰って来た地球ハカイダー」や、難しくなった巨大迷路な
ど、楽しめるコーナーが盛りだくさん。
　家族や友だちとお誘い合わせの上、お越しください。

▽日時　12月 11 日（日）　午前 10 時～午後２時 30 分
　（午前９時 30 分受付開始）

クリスマスを一緒に楽しみませんか
サンタ deフェスタ

▽場所　中央公民館

▽内容　東北応援資源ごみ回収、マジック
　ショー、おはなし会、クリスマスパフェ
　作り、せんべいお絵かき体験など

▽参加費　100 円（材料代が別途必要なコー
　ナーあり）
※コーナーによっては定員（先着順）があ
　ります。受け付けは、当日のみ行います。
■問い合わせ先


